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神谷　直亮　

　RAID は、「DSMC2 GEMINI 5K S35」
カメラを出展し「従来の DRAGON と比べ
センサーのノイズが少なく、暗部に対して
強力な威力を発揮する。スタンダードと低
照度の 2 つの感度モードの切り替えができ
る。5K 解像度で最大 96fps の高速撮影が
可能」と PR に余念がなかった。
ブラックマジックデザインは、「URSA 

Mini Pro 4.6K」 と「URSA Broadcast」
を 披 露 し た。 前 者 に つ い て は、「4.6K 
120fps、4K 150fps、2K 300fps の
撮影が可能」と語っていた。後者には、
FUJINON の 4K B4 レ ン ズ「LA16 x 
8BRM」が搭載されていた。 
ニューエックスは、2 種のスモールカメ

ラをブースに並べて、来場者の目を引いた。
「CIS VCC-4K2」は、ソニーの 1 インチ
グローバルシャッター CMOS 「Pregius」
4K カ メ ラ に CIS（Camera & Imaging 
Systems）のオリジナル高画質エンジン

「Clairvu」 を 搭 載 し て い る。「CIS VCC-
HD3」は、同じくソニーの 1/1.8 インチグ
ローバルシャッター「Pregius」と「Clairvu」
を駆使する HD カメラである。どちらも
24p 対応とのことであった。
キャムキャストは、DRAGON 5K カ

メ ラ と Teradek 
RT を 紹 介 し た。
Teradek RT は、
フォーカス、アイ
リス、ズームをコ
ン ト ロ ー ル す る

「CTRL」、 カ メ ラ
にマウントするレ
シ ー バ ー「MDR.
X」、レンズモータ
ー「MOTR.X」 で
構 成 さ れ る。 今
回 DRAGON に
は、「MDR.X」 と

「MOTR.X」をマウ

　今月は、まず、初の大規模世界巡回展と
銘打った「Exhibitionism―ザ・ローリング・
ストーンズ展」に触れる。次いで、恒例の「ア
フター NAB ショー」と観測衛星をテーマ
にした「GIS コミュニティフォーラム」に
ついてレポートする。

「Exhibitionism―
ザ・ローリング・ストーンズ展」

　「Exhibitionism―ザ・ローリング・スト
ーンズ展」は、3 月 15 日から 6 月 5 日
まで東京・TOC 五反田メッセで開催され
た。初の大規模世界巡回展と言うだけあり、
1962 年の無名時代から現在までのすべて
をさらけ出した見応えのある展示会であっ
た。数々のライブやドキュメント映像に混
じって、500 点以上のストーンズアイテム
が実に見事に甦っていた。中でもギターギ
ャラリーに並んだキース・リチャーズが愛
用していたハーモニー製エレクトリックギ
ターと、ローリング・ストーンズ独特の「Lips 
and Tongue」のロゴマークが目を引いた。 
この巡回展のクライマックスは、「ローリン
グ・ストーンズ公演 2013」（ロンドンの
ハイドパークで開催）のライブ 3D 映像で
あった。今時何で 3D と言われるかもしれ
ないが、歌いながらステージを駆けまわる
ミック・ジャガーの飛び出し映像は、実に
臨場感に満ち溢れていた。ちなみに、久し

ぶりに出くわしたデジタル 3D システムは、
リアルディー（RealD）社の円偏光 3D メ
ガネを採用したものであった。

「アフターNABショー」

　全米放送事業者協会（NAB）公認の「ア
フター NAB ショー」は、5 月 22 日、23
日に秋葉原 UDX（東京・千代田区）で開催
され、カメラから衛星通信アンテナまで多
種多彩な展示で賑わった。
　まず、カメラの展示で注目を集めたのは、
パナソニック、RAID、ブラックマジックデ
ザイン、ニューエックスだ。
パ ナ ソ ニ ッ ク は、「Creativity & 

Connectivity」をキャッチコピーに掲げ
て、4K HDR 10bit の収録を実現する 1.0
型ハイエンド・ハンドヘルドカメラ「AG-
CX350」を出展した。ブースの担当者は、「IP
接続が可能で、RTMP ストリーミングに対
応している」と熱心に売り込んでいた。同
社のブースでは、業界初という高画質 4K 
60p 12G-SDI 対応の PTZ カメラ「AW-
UE150」も紹介された。特色は、光学 20
倍ズームを搭載し、水平 71.5 度のワイド
撮影が可能という。

「Exhibitionism―ザ・ローリング・
ストーンズ展」「アフターNABショー」
「GISコミュニティフォーラム」

写真1　1962年に撮影されたというストーンズ初
の写真が公開された

写真2　ギターギャラリーでは、キー
ス・リチャーズが1963年に購入した
という珍しいエレクトリックギターが
目に付いた。

写真3　パナソニックは、最新の1.0 型
ハイエンド・ハンドヘルドカメラ「AG-
CX350」を出展して注目を集めた。
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ントし、コントローラーで正確なコントロ
ールが可能なことを実演していた。
　衛星通信用のアンテナを紹介して注目を
集めたのは、エーティコミュニケーション
ズだ。今回ブースで販売に力を入れてい
たのは、「Satcube Ku」とスーツケース

「CCT120」である。「Satcube Ku」は、
世界で最もコンパクトで、IP モデム内蔵、
バッテリーで駆動するポータブル型ブロー
ドバンド衛星通信端末として知られている。
ラップトップ PC より少し大きな形状であ
るが、重量は 8kg と超軽量を誇る。ブー
スの担当者は。「通信速度は、使用する衛
星にもよるが 20Mbps を達成したことが
ある」と語っていた。「CCT120」は、革
新的なモジュラー構造の衛星通信ターミナ
ルで、Ku/Ka/X バンド通信に対応できる。
アンテナサイズは 1.2m であるが、重量は
39kg に仕上がっている。通信速度につい
ては、「20Mbps 以上の伝送が可能」と語
っていた。
　カメラとアンテナ以外で目立ったのは、
日本コントロールシステム（NCS）の
4K8K 非 圧 縮 レ コ ー ダ「DRB8000」、
IBM の大容量データ高速転送ソリューシ
ョ ン「Aspera」、NewTek の「TriCaster 
TC1」、 ク ロ ス イ メ ー ジ ン グ の「BOLT 
Weather Station」だ。
　「DRB8000」 は、8K 120Hz 
4:4:4RGB 60 分の非圧縮記録・再生を
実現する優れものである。規格面では、
BT.2020、ARIB STD-B58、ITU-R 
BT.2077 Part2 に対応している。ブース
に展示された製品には、15.6 型 WXGA タ
ッチパネルが装備されており快適なレスポ
ンスが確認できた。
　「Aspera」は、増加の一途をたどるビッ
グデータを安全に、かつ最速で転送できる
画期的なソリューションだ。ブースの担当
者は、「要は、特許を取得済みの FASP テ
クノロジー」と語っていた。

　「TriCaster TC1」は、TriCaster シリー
ズとして初めて 4K 60p をサポートする最
上位のライブ・プロダクションシステムで
ある。 16 チャンネル入力で、IP ライブビ
デオ制作ワークフローをサポートする NDI

（NewTek が開発したプロトコル）を実装
している。
　「BOLT Weather Station」 は、3D 気
象情報作画システムだ。気象庁や民間気象
会社から送られてくる GPV などの気象デ
ータを解析し、放送送出向けの画面を作成
している。取り扱っている GPV データは、
全球予報モデル、局地予報モデル、紫外線
情報、黄砂、海面水温など多岐に及ぶ。

「GISコミュニティフォーラム」

　「The Science of Where」をキャッチコ
ピーに掲げた 15 回「GIS コミュニティフ
ォーラム」は、5 月 23 日、24 日に東京
ミッドタウン六本木で開催された。GIS は、

「Geographic Information System」の略
で、地理情報システムを意味している。
　今回の会場には、PASCO、日本スペ
ースイメージング（JSI）、NTT データ、
RICOH など 28 社、団体、大学が出展し、
基調講演、発表会、
セミナーも数えき
れないほどたくさ
ん行われていた。
P A S C O

は 、「 A L O S -
2」「ALOS -3」

「Spot-6」「Spot-
7」「Pleiades」

「Radarsat -2」
「TerraSAR-X」な
ど、たくさんの観
測衛星のデータ活

☆http://www.uni-w.com/fdi/　ではフルカラーでご覧いただけます。

用例を紹介した。
　「ALOS-2」は、JAXA が打ち上げた陸域
観測技術衛星で、L バンド地表可視レーダ
を搭載している。今回ブースでは、同衛星
の SAR データを活用して作成した北海道
胆振東部地震の被災状況を示す衛星画像を
披露した。「Spot-6」「Spot-7」は、フラ
ンスのエアバス & デフェンスが運用する新
世代の光学衛星である。2 機の衛星が 180
度向かい合って軌道に配置されているので、
地球上のどの場所でも少なくとも一日一回
観測することができるという。
　JSI は、米デジタル・グローブ社の高精
細衛星画像製品を販売している。今回ブー
ス で は、「WorldView-3」「WorldView-2」

「Geo-Eye-1」の 3 機の衛星のデータを売
り込んでいた。2014 年に打ち上げられた

「WorldView-3」は、世界で初めて 31cm
の解像度での撮影を実現した衛星とのこと
であった。
NTTデータは、「AW3D（全世界デジタ

ル 3D 地図）」を紹介して注目を集めた。画
像データは、上述した「WorldView-3」が
取得したもの使用しているという。

Naoakira Kamiya
衛星システム総研　代表　

メデイア・ジャーナリスト　

写真 4　エーティコミュニケーションズは、スーツケー
ス「CCT120」（右）と「Satcube Ku」（左奥）を目玉
にして出展した。

写真 5　パスコは、7 種の高解像度衛星
観測データの売込みに余念がなかった。

 


